
 

 

 

 

 

安佐南工場焼却施設に係る維持管理計画１ 

「排ガスの性状、放流水の水質等について周辺地域の生活

環境の保全のため達成することとした数値」 



公害防止基準 

 

１）排ガス基準値（乾きガス基準）等 

焼却炉の立上げ、立下げ時にも適用します。 

（１）ばいじん 

集じん器出口以降で ０．０１ｇ／Ｎｍ３以下（Ｏ２１２％換算値） 

（２）硫黄酸化物濃度 

除去装置出口以降で ８ｐｐｍ以下（Ｏ２１２％換算値） 

（３）塩化水素濃度 

除去装置出口以降で ３０ｐｐｍ以下（Ｏ２１２％換算値） 

（４）窒素酸化物 

除去装置出口以降で ５０ｐｐｍ以下（Ｏ２１２％換算値） 

（５）ダイオキシン類 

煙突出口で ０．０５ｎｇ－ＴＥＱ/Ｎｍ３以下（Ｏ２１２％換算値） 

（６）排出量（２炉あたり） 

① 排ガス（湿り） １５１，５００Ｎｍ３／ｈ以下 

② 排ガス（乾き） １２０，０００Ｎｍ３／ｈ以下 

③ ばいじん １，４６７ｇ／ｈ以下 

④ 硫黄酸化物 １．２Ｎｍ３／ｈ以下 

⑤ 塩化水素 ４．４Ｎｍ３／ｈ以下 

⑥ 窒素酸化物 ７．３Ｎｍ３／ｈ以下 

⑦ ダイオキシン類 ７，３３３ｎｇ－ＴＥＱ/ｈ以下 

 

２）排水基準 

（１）下水道放流基準 

① 放流先の種類 専用排水管を経由し、公共下水道へ放流します。 

② 下水道排除基準 

本施設の排水は再利用に適した水質に処理し、極力再利用します。 

なお、余剰排水は、公共下水道に放流するものとし、その排水基準値は下記のとおりと

します。 

有害物質その他 基準値 

温度 ４５℃未満 



有害物質その他 基準値 

水素イオン濃度 水素指数５超え９未満 

生物化学的酸素要求量 ５日間に６００ｍｇ／ｌ未満 

浮遊物質量 ６００ｍｇ／ｌ未満 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量(鉱油類) ５ｍｇ／ｌ以下 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(動植物油脂類) 
３０ｍｇ／ｌ以下 

窒素含有量 ２４０ｍｇ／ｌ未満 

燐含有量 ３２ｍｇ／ｌ未満 

沃素消費量 ２２０ｍｇ／ｌ未満 

カドミウム及びその化合物 カドミウム ０．１ｍｇ／ｌ以下 

シアン化合物 シアン １ｍｇ／ｌ以下 

有機燐化合物 １ｍｇ／ｌ以下 

鉛及びその化合物 鉛 ０．１ｍｇ／ｌ以下 

六価クロム化合物 六価クロム ０．５ｍｇ／ｌ以下 

砒素及びその化合物 砒素 ０．１ｍｇ／ｌ以下 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 水銀 ０．００５ｍｇ／ｌ以下 

アルキル水銀化合物 検出されないこと 

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ） ０．００３ｍｇ／ｌ以下 

トリクロロエチレン ０．３ｍｇ／ｌ以下 

テトラクロロエチレン ０．１ｍｇ／ｌ以下 

ジクロロメタン ０．２ｍｇ／ｌ以下 

四塩化炭素 ０．０２ｍｇ／ｌ以下 

1･2-ジクロロエタン ０．０４ｍｇ／ｌ以下 

1･1-ジクロロエチレン ０．２ｍｇ／ｌ以下 

シス-1･2-ジクロロエチレン ０．４ｍｇ／ｌ以下 

1･1･1-トリクロロエタン ３ｍｇ／ｌ以下 

1･1･2-トリクロロエタン ０．０６ｍｇ／ｌ以下 

1･3-ジクロロプロペン ０．０２ｍｇ／ｌ以下 

チウラム ０．０６ｍｇ／ｌ以下 

シマジン ０．０３ｍｇ／ｌ以下 

チオベンカルブ ０．２ｍｇ／ｌ以下 

ベンゼン ０．１ｍｇ／ｌ以下 

セレン及びその化合物 セレン ０．１ｍｇ／ｌ以下 

フェノール類 ５ｍｇ／ｌ以下 

銅及びその化合物 銅 ３ｍｇ／ｌ以下 

亜鉛及びその化合物 亜鉛 ２ｍｇ／ｌ以下 

鉄及びその化合物（溶解性） 鉄 １０ｍｇ／ｌ以下 

マンガン及びその化合物（溶解性） マンガン １０ｍｇ／ｌ以下 



有害物質その他 基準値 

クロム及びその化合物 クロム ２ｍｇ／ｌ以下 

ふっ素及びその化合物 フッ素 １５ｍｇ／ｌ以下 

ほう素及びその化合物 ホウ素 ２３０ｍｇ／ｌ以下 

ダイオキシン類 １０ｐｇ－ＴＥＱ／ｌ以下 

 

３）騒音基準 

工場敷地境界線において遵守します。 

時間区分 基準値 

夜 間（午後１０時～翌日の午前６時） ４５デシベル以下 

朝・夕（午前６時～午前８時、午後６時～午後１０時） ５０デシベル以下 

昼 間（午前８時～午後６時） ５５デシベル以下 

 

４）振動基準 

工場敷地境界線において遵守します。 

時間区分 基準値 

夜 間（午後７時～翌日の午前７時） ５５デシベル以下 

昼 間（午前７時～午後７時） ６０デシベル以下 

 

５）悪臭基準 

（１） 工場敷地境界線の規制基準 

臭気指数１３以下とします。 

（２） 気体排出口（煙突出口）の規制基準 

最大着地濃度（大気拡散式を用いて算出）において臭気指数１３以下とします。 

（３） 排出水の規制基準 

工場敷地境界線において臭気指数２９以下とします。 

 


